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地域を守る！ ▶地域との連携 23地域の防災の拠点となる 

373 
一企業から地域全体の取組へ「 安全の駅」での市民防災
体験会 

取組主体【掲載年】 法人番号 事業者の種類【業種】 実施地域 

植村建設株式会社 
【平成 28年】 

5430001048156 インフラ関連事業者 
【建設業】 

北海道 

1 取組の概要 

  安心・安全」で地域防災に貢献する民間事業者 

 植村建設株式会社では、平成 18 年４月に自主防犯パト

ロール隊「 赤るい志民サポーター」を結成して以来、赤

平市内を中心に、地域の防犯パトロールを行っている。

平成20年 10 月には、 赤るい志民サポーター」の活動

拠点として民間事業者より旧ガソリンスタンドを借用

し「 安全の駅」を整備した。毎年4月に赤平市に対し活

動報告を続け、地域の防犯「 防災拠点の一助を担っている。 

 

2 取組の特徴（特色、はじめたきっかけ、狙い、工夫した点、苦労した点） 

 ボランティア活動から地域防災活動へ 

 赤平市は、昭和50年空知川の増水による溢水氾濫に

より市内等で浸水被害が発生、続く昭和56年にも外

水氾濫が発生し、家屋、田畑の浸水被害が発生する等、

過去、河川災害を経験している地域であった。 

 同社は、建設業が地域社会の安全に持続的に貢献する

ことが、地域と共生する企業の社会的責任であるとの

思いから、平成 18年に「 安心「 安全」を活動主体と

する「 赤るい志民サポーター」を結成し、同社とグル

ープ会社３社の社員 119 名からなる安全パトロール

隊の活動を開始した。 

 活動内容としては、 赤るい志民サポーター」は赤平

市と「 災害時における業務委託契約」を締結し、独居

老人世帯等の屋根の雪下ろしや安全パトロールを実施している。また、これらの活動にあたっ

ては、雪害や台風による洪水等の自然災害から地域住民の安全を確保するため、社員20名が防

災士の資格を取得するとともに、全社員が普通救命講習を修了するなど、全社で防災や救命の

知識を向上させ、緊急事態に備えている。 

 

▲赤平市に所在する安全の駅 

▲市民防災体験会のポスター 
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安全の駅にて防災普及啓発活動 

  安全の駅」では、電光掲示板による市民への安全

の呼び掛けを行い、AEDや非常食「 防災用品「 救急

用品や土嚢袋等を常備している。また「 子ども駆け

込み避難場所」としての役割も果たしている。 

 毎年、防災週間中に 市民防災体験会」を開催し、

幼稚園「 小学校「 中学校「 高校の生徒が学年単位で

参加し、地域市民と共に「 子ども駆け込み訓練」や

 水没 土砂による埋没車両からの脱出体験」等、

様々な防災訓練を実施している。 

 

3 取組の平時における利活用の状況 

  同安全の駅では、防災グッズを展示し、非常食の試食体験を実施している他、市内に道の駅がな

いことから地域の物産の販売を行っている。 

 

4 取組の国土強靱化の推進への効果 

  防災に関する知識や技術を習得することで、水没や土砂によって埋没した自動車からどのよう

に脱出するかなど、地域住民の災害時対応力向上に貢献する取組となっている。 

 

5 防災・減災以外の効果 

  災害時の人命救助方法の教育により、同社社員の人命救助の知識が向上した。平成27年６月に

は、通勤途中の同社社員が橋の上から川で流される女性を発見し、川に入り人命救助を行い、地

元警察や消防署長から感謝状を受けた。 

6 現状の課題・今後の展開など 

  市民防災体験会は、当初は同社単独での開催であったが、現在は赤平市等との共催となってい

る。また協力団体は、北海道開発局札幌開発建設部空知川河川事務所「 北海道札幌方面赤歌警察

署 滝川地区広域消防事務組合赤平消防署 JAF 日本自動車連盟札幌支部 北海道防災士会 

ALSOK 綜合警備保(株) 道民防災コンサルタント(株) 富士火災海上保険(株)等 14 団体に増

えている。今後、同社では、防災体験内容を充実させ、より多くの参加者に、多くの防災知識を

提供するとともに、社内の防災士の増員に努める予定である。 

7 周囲の声 

  警察長から地域あんぜんあんしんステーション事業の一環で、60名分の防犯パトロール用のジ

ャンパーや防犯用品の貸出を受けるなど、地域の防犯 防災拠点として認知されている。 

 

▲土砂車両脱出訓練 


